
数学 II　第 6章　微分法と積分法　第 2節　関数の値の変化　確認テスト
1．次の関数の極値を求めよ。また、そのグラフをかけ。

(1) y = x3 − 3x2 + 1

(2) y = −2x3 + 9x2 − 12x

(3) y = 3x4 − 4x3 + 3

2．関数 f (x) = x3 + ax + bが x = 1で極小値 −1をとるよう

に、定数 a, bの値を求めよ。また、極大値を求めよ。

3．関数 f (x) =
1
3

x3 − ax2 + (2a + 3)x + 2が極値をもつよう

な、定数 aの値の範囲を求めよ。

4．次の関数の最大値と最小値を求めよ。

(1) y = −x3 + 3x2 − 2 (−2≦ x≦ 3)
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(2) y = x3 + 3x2 − 9x (0≦ x≦ 2)

5．方程式 x3 + 3x2 + 1 − a = 0について、この方程式が実数

解を 1つもつように、定数 aの値の範囲を定めよ。

6．x ≧ 0 のとき、次の不等式が成り立つことを証明せよ。

また、等号が成り立つときの xの値を求めよ。

x3 − x2 + 5≧ 2x2 + 1

7．曲線 C：y = x3 + 3x2 について、点 A(0, a)を通る Cの接

線が 3本存在するとき、aの値の範囲を求めよ。
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数学 II　第 6章　微分法と積分法　第 2節　関数の値の変化　確認テスト　解答
1．次の関数の極値を求めよ。また、そのグラフをかけ。

(1) y = x3 − 3x2 + 1

(解答) x = 0で極大値 1、x = 2で極小値 −3

x

y

O

−3

1

2

(2) y = −2x3 + 9x2 − 12x

(解答) x = 2で極大値 −4、x = 1で極小値 −5

x

y

O

−4

2

−5

1

(3) y = 3x4 − 4x3 + 3

(解答) x = 1で極小値 2

x

y

O

3

2

1

2．関数 f (x) = x3 + ax + bが x = 1で極小値 −1をとるよう

に、定数 a, bの値を求めよ。また、極大値を求めよ。

(解答) a = −3, b = 1、x = −1で極大値 3

3．関数 f (x) =
1
3

x3 − ax2 + (2a + 3)x + 2が極値をもつよう

な、定数 aの値の範囲を求めよ。

(解答) a＜ − 1, 3＜ a

4．次の関数の最大値と最小値を求めよ。

(1) y = −x3 + 3x2 − 2 (−2≦ x≦ 3)

(解答) x = −2で最大値 18、x = 0, 3で最小値 −2
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(2) y = x3 + 3x2 − 9x (0≦ x≦ 2)

(解答) x = 2で最大値 2、x = 1で最小値 −5

5．方程式 x3 + 3x2 + 1 − a = 0について、この方程式が実数

解を 1つもつように、定数 aの値の範囲を定めよ。

(解答) a＜ 1, 5＜ a

6．x ≧ 0 のとき、次の不等式が成り立つことを証明せよ。

また、等号が成り立つときの xの値を求めよ。

x3 − x2 + 5≧ 2x2 + 1

(解答)略

7．曲線 C：y = x3 + 3x2 について、点 A(0, a)を通る Cの接

線が 3本存在するとき、aの値の範囲を求めよ。

(解答) −1＜ a＜ 0
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